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研究のキーワード 

ホールスクール・アプローチ，ＳＤＧｓカレンダー，六中式単元指導過程，

大森六中ＥＳＤルーブリック，コンソーシアム 

研究結果のポイント 

○ＳＤＧｓ達成に向けたカリキュラム・マネジマントとなるＳＤＧｓカレンダーの作成

○「六中式単元指導過程」の作成

○本校ＥＳＤに関する生徒の変容と「六中式単元指導過程」の指導効果に関する仮説

○大森六中ＥＳＤルーブリックによる検証

１ 研究主題等 

（１）研究主題

研究主題「ＳＤＧｓの達成に向けた学校教育の取組」 

～カリキュラム・マネジメントの工夫と主体的・対話的で深い学びの実践～ 

（２）研究主題設定の理由

昨年度の研究の成果と今年度の研究課題（○成果●課題） 

○ＳＤＧｓ達成に向けた教育課程の編成として，ＳＤＧｓカレンダーを準備し，リーフレットを作成，他校で

も活用できるようにした。 

○生徒自己評価指標「大森六中ＥＳＤルーブリック」の作成により，生徒の学習の深化を促した。

●ＳＤＧs カレンダーは，実践後のフィードバックを行い，今後も更新する必要がある。ま

た，他国との交流にも活用できるよう英語版や，小中一貫教育としての系統的なＳＤＧｓカレ

ンダーの作成を行う。

●ＥＳＤ及びＳＤＧｓを全教育活動に普及するための教職員の連携体制及び地域との共同事業

体を構成するコンソーシアムのさらなる整備が必要である。 

●生徒が自己の変容・成長を把握できるようなメタ認知の側面を強化した「大森六中ＥＳＤル

ーブリック」の分析と改訂が必要である。特に設問項目について発達的側面から修正を行う。 

●「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した単元指導計画「六中式単元指導過程」の仮説化と検

証を行う。 



全教科で六中式単元指導過程の作成

主体的・対話的で深い学びを促す手だて

●ユネスコスクールとしての本校の取組を，他校のＥＳＤ推進及びＳＤＧｓの達成に寄与できるよう情

報発信を図る。 

（３）研究体制

校内分掌上の分掌プロジェクトチーム 

 

（４）２年間の主な取組

令
和
元
年
度 

４月 19 日 新入生ＥＳＤ オリエンテーション 

６月 19 日 第 1回研究授業（理科）７月 10 日 第 2 回研究授業（数学）及び協議会 

６月   ＥＳＤアンケート集計，各教科・単元毎のルーブリック検討 

９月 18 日 第３回研究授業(国語)及び協議会 中間報告まとめ 中間研究成果  

２月 7日  1 年目研究発表 ３月 7日 学習成果発表会における生徒のふりかえり 

令
和
２
年
度 

５月  研修会オリエンテーション 研究紀要原稿作成 

６月  生徒へのオリエンテーション（ＥＳＤとＳＤＧｓ） 生徒ボランティア組織オリ

エンテーション

ＳＤＧsと教科単元の関連性，学習指導案検討 

７月 研究授業及び研究協議 

８月 研究紀要作成 

12 月 ユネスコスクール全国大会

２月 国立教育政策研究所 発表 

３月 学習成果発表会における生徒のふりかえり  

・農援隊ボランティア活動

・グリーンカーテン設置

・洗足池清掃，駅前花壇

・ホタル復活プロジェクト

・洗足池樹木調査

・洗足池水質調査・改善など

・学校地域防災訓練

・防災館等体験

・まちなか点検

・震災語り部講話

・全生徒への普通救命

技能認定など

・国際協働プロジェクト

・海外の学校等との交流

・国内の学校等との交流

・小中一貫教育

・募金活動，海外への衣

類の送付

・食品ロスへの取組など

・平和を考える会

・六中平和の歌

・六中平和かるた

・校庭防空壕保存

・アオギリⅡ世植樹

など 

環境教育 防災教育 国際理解教育 平和学習 

批判的思考力 

多面的・総合的な思考力 
未来を予想して 

計画を立てる力 

発想力 

表現する力 

聞き取る力 
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研修分科会による授業改善 

校内研修 

ＳＤＧｓカレンダーによるカリキュラム・マネジメント 



 ２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容

ア ＳＤＧｓ達成に向けたカリキュラム・マネジマントとなるＳＤＧｓカレンダーの作成

従来のＥＳＤカレンダーを進化させ，カリキュラム・マネジメントとしてのＳＤＧｓカレ

ンダーを作成し，毎年更新している。

イ 「六中式単元指導過程」の作成とその特徴

「主体的・対話的で深い学び」を具現化する「六中式単元指導過程」の開発を行い，ＥＳ

Ｄの視点からの授業改善に向けたアプローチを目指した。その特徴は以下の点である。 

① 単元計画にあたっては，ＥＳＤにおける目標と関連する（考えさせたい）ＳＤＧｓの項目を

明記した。 

② 単元において学ばせたい持続可能な社会の構成概念「多様性，相互性，有限性，公平性，連

携性，責任性」との関連を示した。（何と何の関連なのか？） 

③ 校内研修の「思考力分科会」「判断力分科会」「コミュニケーション分科会」の 3分科会

で，検討した単元における育てたい資質・能力を示すようにした。 

④ 単元指導過程では，強い動機付けを有する根源的な問い，「エッセンシャル・クエスチョン」

を提示することで，主体的な学び 対話的な学び 深い学びを生徒に体現させるようにした。 

ウ 大森六中ＥＳＤルーブリックによる検証

本校が開発した自己評価「大森六中ＥＳＤルーブリック」を実施することで，生徒は自己変

容に気付き，各教科の単元の振り返りを行い，自分がどの場面で頑張り，成長を感じたかを改

めて振り返ることで，次への課題とすることができる。 

（２）具体的な研究活動

本校全教科で取り組んだ六中式単元指導過程により，生徒に持続可能な社会づくりの担い手とし

ての自覚が生まれたのではないかと考える。一例として，理科の「動物の生活と生物の変遷」を以

下に紹介する。 

・本来，対話的な活

動を促す手だてとし

て生徒同士の協働作

業が必要となる場面

で，コロナ禍による

制約で，教師と生徒

の対話形式で進める

場面もあった。また，

実験・観察は少人数

で行えるように，9

班制から 12 班制で実施した。 

・「生きるとは？」というエッセンシャル・クエスチョンにおいて，「肉体的健康が優位か，精神的

健康が優位か」という正解が１つではない問いについて協議し，既習事項と今後起こりうる事項を

組み合わせて，生徒の内発的動議付けとする活動を行った。その結果を模造紙にまとめ，各学級で

の話し合いを学年，学校で共有した。 



 また，校内研修の一環として，令和２年度４月から２ヶ月間の緊急事態宣言下において，休校中

に，全教員ができることを考えた。カリキュラム・マネジメントの基盤となるＳＤＧｓカレンダー

を見直し，各単元でのエッセンシャル・クエスチョンを見つめ直し，ＥＳＤの構成概念に位置づけ

ることで，「六中式単元指導過程」の基盤ができた。 

３ 研究の成果と課題（○成果●課題） 

○・・・ＳＤＧｓ達成に向けたカリキュラム・マネジマントとなるＳＤＧｓカレンダーの作成

ＳＤＧｓカレンダーは，国内のみならず，海外へも発信している。このＳＤＧｓカレンダーは，さ

らに教科以外の部分も含めた全教育課程に視野を広げた新版へと，令和２年度，改良を行った。 

○・・・「六中式単元指導過程」の作成と実践

ＳＤＧｓの達成目標は 2030 年であるが，持続可能な社会の担い手として期待されている中学生は，

それ以降も，地球が持続するための資質・能力を備えていなければならない。 

六中式単元指導過程に位置づけた「エッセンシャル・クエスチョン」による認知的不均衡な状態の

喚起で，生徒は，内発的動機付けが高まりＳＤＧｓに関連する学習課題を理解し解決を図ろうとする

能動的な態度を養うことができると考える。 

本研究では，教科毎に「六中式単元指導過程」をもとにした単元指導計画を作成したが，今後実践

的検証を重ねる中で改良を図っていくことと指導事例の蓄積を行い，より汎用性を高めることが課題

である。 

○・・・大森六中ＥＳＤルーブリックによる検証

「大森六中ＥＳＤルーブリック」の数年間にわたる累積調査から，本校の生徒全体の傾向として、

発想力や表現力不足が課題であったが，単元の中で内的動議付けとなるエッセンシャル・クエスチョ

ンの提示や話合いの場を多数設ける等，教師の支援の質を上げることで，生徒の発想力や表現力の向

上が見られた。 

●・・・「六中式単元指導過程」の教育効果の検証

教育方法のシステム化を図ろうと本校において工夫した「六中式単元指導過程」の「エッセンシャ

ル・クエスチョン」がもつ認知的不均衡な状態による内発的動機付けの強化や討論活動，協働活動と

いった学習活動の反復による長期にわたる教育効果の検証が今後の課題である。 

４ 今後の取組 

本研究における今後の課題から，持続可能な社会の担い手を育む教育は，本校が掲げた「六中式単

元指導過程」におけるエッセンシャル・クエスチョンに他ならないと考える。 

 正解のない問の解を求め続ける営みこそが，ＥＳＤであり，まさに本校の研究は，オープン・エン

ドであることが，今後の本質的な課題であると考える。 

さらに「六中式単元指導過程」の汎用性を高め，他校へ周知すると共に，検証していきたい。 


